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問題と目的
１．中学生の自己に対する満足感の課題と生活満足感と
自己有用感
　文部科学省（2010）（1）生徒指導提要において「生徒指
導は，すべての児童生徒のそれぞれの人格のよりよい発
達を目指すとともに，学校生活がすべての児童生徒にとっ
て有意義で興味深く，充実したものになることを目指し
ています。」とある。生徒指導提要（1）で示されている生
徒指導の理念が実現され，充実した学校生活を過ごして
いる生徒は，満足感を感じながら時間を過ごしており，
自分に自信を持ち，良好な学習状況や友人関係などを背
景に，自分自身の存在や人との関わりにおいて自分に価
値を持っているのではないかと推察される。その一方で，
学習に対する不全感，友人関係や教員との良好な対人関
係を築けずに満足感を得ることができないまま過ごして
いる生徒が少なからず存在しており，児童生徒の学校適
応状況の悪化による不登校状況が改善されていない状況
もある（文部科学省，2018）（2）。
　田野瀬（2018）（3）は，第 38 回教育再生実行会議（平成
28 年 10 月 28 日）の参考資料 2において，日本の子供た
ちは諸外国に比べて高学力にもかかわらず，自己に対す
る満足感が低い状況にあることを指摘し，子供たちの日々
の学校生活を充実させ満足感を高める必要性を示唆して
いる。
　さらに内閣府（2014）（4）『平成 26 年版子ども・若者白書』
の「自分自身に満足している」についての国際比較（図
1・図 2）では，日本の若者は諸外国と比べて，自分自身
に満足している者の割合は 5 割弱で，諸外国と比べて日
本が最も低い。年齢階級別にみると，特に 10 代後半から
20 代前半にかけて諸外国との差が大きい。経年変化の推
移を見ると，中学生から次第に自己に対する満足感が低
下していることから，青年期の始まりである自己に対す
る満足感を高めることが喫緊の課題と捉え，本研究では
早期対応の必要性として中学生を取り上げる。
　また，内閣府（2014）（5）『平成 25 年度 我が国と諸外国
の若者の意識に関する調査』の分析を行った加藤（2014）
は，自分への満足感と自己有用感の関係について，青年
における自分への満足感と自己有用感がどのように関連
しているのかを検討するため，各国ごとに自分への満足
感と自己有用感の相関を求めている。その結果，日本の
青年においては比較的強い相関が認められており，自分
への満足感が高いほど自己有用感が高く，日本の青年は
自分への満足感を自己の有用性に関する判断と関連させ
た上で自己評価を行っているとしている。このように自
己への満足感と自己有用感に深い関連が想定れることか
ら，自己に対する満足感を高めることは自己有用感を高
めることにつながると考えられる。実際，日本の学校教
育現場では，中学生の自己有用感を高めることにより自
己への満足感が高まることが期待され，自己有用感を高
める取り組みが報告されている（例えば，中川 2015）（6）。
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　生徒が人とのかかわりの中で自分自身をどのように捉
えているかという感覚は集団生活においても大切であり，
人とのかかわりに関する自己の意識でもある自己有用感
について理解して具体的な働きかけについて検討するこ
とは，生徒が身体的，精神的，社会的に良好な状態を保ち，
学校生活がより充実する可能性を高めるものと期待でき
る。
２．生活満足感についての先行研究
　中村ら（1984）（7） は，「充実感は，現実には，生きがい感（田
中ら，1974 （8） ; 黒田，1971）（9） ，幸福感 （返田，1968）（10） ，
満足感 （和田ら，1977）（11）などの概念と共通，もしくは一
部オーバーラップした状態を意味するものと思われる。」
と述べており，充実感が自己の状態および自己と特定の
対象とにかかわる，豊かで満たされた湧出的な肯定的感
情であると示すとともに，さらに，満足感と狭義の充実
感とを下位概念として成立する感情であることを述べて
いる。
　心身の「良好な状態」や「健やかさ」「幸福度」という
言葉で翻訳されることが多い“well-being”について，国
立教育政策研究所（2017）（12）『PISA2015 年調査国際結果
報告書』において，「社会的な well-being について，所属
感という観点から見て，社会的な生活の質は，他者との
社会的な関係やつながりは，生活の質に影響を与え，そ
の影響の度合いは成人に比して 15 歳の青少年の方が大き
いことは最近の調査でも示されている。」とされ，青年期
の心理的側面への影響が伺える。また，「家族や友人，教
師との関係性や，学校やクラス，親しい友人集団内での
居心地の良さ，他者からの自分へのまなざしや評価，集
団への愛着の度合い，集団内での出来事についての感情
や受け止め等，様々な要因と関連がある。」と報告され，
様々な社会的な関係やつながりが中学生の良好な生活や
健やかさ，満足感に影響していることが報告されている。
　「自分自身に満足している」など生活の中での様々な場
面で自己に対する満足感をはかるものとして，学校現場
では学校環境適応感尺度「アセス」（ASSESS:Adaptation 
Scale for School Environments on Six Spheres，以下「アセス」）
が用いられている。「アセス」解説において，栗原ら（2016）（13）は，
学校での適応感を測定し，学校以外での適応感の両方を
反映した全体的な適応感を「生活満足感」という因子で
測定している。「アセス」において，「生活満足感」因子の「生
活がすごく楽しいと感じる」「まあまあ自分に満足してい
る」などの尺度項目 5つを用いることで，自己に対する
満足感が，学校や家庭など特定の場所に限定されること
なく，あらゆる生活場面で感じられる生活満足感につい
てのデータの収集が期待できる。
 
３．自己有用感についての先行研究
　古川ら（1993）（14）は，自己有用感とは社会的役割の要
素であり，児童一人ひとりにふさわしい役割活動があり，
適切な役割配分がなされていること，自分の役割活動が
役に立っているという有用感があること，自分の役割活
動は教師や友人から承認されているという実感があるこ
と，自分の役割活動は教師や友人から期待されていると
いう実感があることに着目して自己有用感を捉えている。
また，枝ら（2017）（15）は，集団促進・維持行動という集
団とのつながりと肯定的な自己感との関連について，「よ
り重要になるのは所属する集団と自分がどのように関わ
り，集団のために自分から主体的に動いているのかとい
う点になるだろう。言われたことをただ守り悪いことを
しない，というのではなく，集団にとって良い面を自ら
探し，自ら提言し，自ら行動するといった点である。「自
尊」「自己効力」「自己有用」といった表現によって表さ
れる自己有用感は，そのような集団促進的な行動から生
まれるのではないか。」と，自己有用感が育まれる機序に
ついて述べている。さらに，堤ら（2011）（16）は，自己有
用感を「自分は学校生活の中で，周りに対して働きかけ，
よりよく変えていくことのできる価値ある存在であると
いう自信と意欲」と定義して，自己効力感尺度をベース
とした「小学生版自己有用感尺度」を作成し，「対人」「対
図１  「自分自身に満足している」（１）全体
出典 : 内閣府「平成 26 年度版子ども・若者白書」
図２  「自分自身に満足している」（2）年齢階級別
出典 : 内閣府「平成 26 年度版子ども・若者白書」
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学習」「適切な自己表現」の 3つの因子を因子分析により
抽出している。
　また，人との関係性のなかで生じる自己有用感が社会
的居場所の確保の感覚に共通するものであるとして，石
本（2010）（17）は，「社会的居場所の確保について精神的健
康との関連が明らかになり，関係性を育むといった居場
所づくりの視点が精神的健康の促進に効果がある。」と述
べるとともに，その社会的居場所と自己有用感の関連に
ついて「関係性の中でありのままの自分でいられること，
関係性の中で役に立っていると感じることはそれぞれの
社会的居場所の確保に関する感覚であり，これらの感覚
を持つことが社会的居場所の確保につながることが示さ
れた。」とし，自己有用感が人との関わりに深く関連して
成り立っていることを示している。
　自己有用感を測定する尺度としては，石本（2010）（17）が，
秦（2000）（18），岸田（2005）（19），中西（2000）（20），田中ら（2004）（21）
が作成した居場所感を測定する尺度を参考に「必要とさ
れている」「役に立っている」という感覚を表す項目で構
成された「自己有用感尺度」の他に，堤ら（2011）（16） の
「小学生版自己有用感尺度」などがみられ，中学生を対象
としたものでは，栃木県総合教育センター（2013）（22）の
「自己有用感尺度」があり，同尺度は，子供へのかかわり
として影響が強いと考えられる「クラス」「先生」「家庭」
の 3つの対象についての自己有用感を調査する質問紙で
ある。調査結果からは，中学生では，「家庭」に対する自
己有用感が高く，「教師」に対する自己有用感は高くない
結果が示されている。
　また，信夫ら（2018）（23）は中学生の自己有用感が，「中
学生が学校生活において，自己の役割を認められている
と感じるには，リーダーとしての役割，相互に援助しあ
うこと，周囲のために活動することの 3つが考えられた。
それは，自分に対しての他者からの評価を感じるために
は，自分の役割を自覚すること，他者と活動する（関わる）
場面があることが重要であることが考えられる。」として，
「リーダー意識」「相互援助意識」「貢献意識」の 3 因子で
構成される中学生版「自己有用感尺度」を作成している。
以上のように，自己有用感に関する研究及び実践は近年
注目されてきているものの報告数はまだ多くはない。中
学生を対象とした自己有用感を測定する尺度を用いた研
究報告はさらに少なく，先行研究からは測定尺度の質問
内容も場面や対象により，自己有用感を捉える立場のも
のが多い。中学生期の自己有用感を捉えるにあたり，本
研究では，自己有用感を場面や対象により変化する不安
定な感覚ではなく，様々な生活場面で感じられ統合され，
形成されると比較的安定する心理的構成概念として捉え
ることが実際的だと判断した。
　これまで，自己有用感は多くの学校現場で実際に取り
上げられているにも拘らず，学術的な研究は広がりを見
せていない状況にある。また，自己有用感を，様々な生
活場面で感じられ統合されたものとして捉えた研究報告
はあまり見られず，場面や対象を限定しない測定尺度も
同様に多くない。定義の整理や調査尺度など研究の発展
が今後期待されている。
４．目的
　生徒指導提要においては，学校現場で社会性を育むた
めに，集団教育における教育的意義として指導における
留意点の中で自己有用感を培うことを集団づくりの工夫
の 1つとして取り上げているが，十分に研究として取り
上げられていないのが現状である。
　本研究では，先行研究を踏まえ，自己有用感を「他者
や集団との関係の中で，自分の存在を価値あるものとし
て受け止める感覚」と定義するとともに，様々な生活場
面で感じられ，対象や生活場面を特定しない統合された
ものとして自己有用感を捉える立場をとることとした。
その上で，まず自己有用感の因子構造を明らかにし，中
学生の充実した学校生活に影響を与えるものとして，自
己有用感と生活満足感との関連を検討し，学校教育にお
ける効果的な指導の方向性を探ることを目的とした。
　そのため，研究Ⅰでは，中学生が生活場面の中で感じ
ている自己有用感を測定するために，対象や生活場面を
特定しない汎用的な「中学生用自己有用感尺度」を作成
した。さらに，生活満足感を測定するため「アセス」の
なかの下位尺度である「生活満足感尺度」を用いた。下
位尺度を単独で用いることを踏まえ，改めて因子構造を
確認した。
　研究Ⅱでは，研究Ⅰで作成された自己有用感得点およ
び生活満足感得点を用いて，自己有用感から生活満足感
にいたるパスモデルの検証を行い，それらの関連につい
て検討した。
研究Ⅰ
１．自己有用感と生活満足感の因子構造の確認
1）自己有用感尺度
①項目の選定・作成
　公立中学校の生徒 50 名を対象に，「あなたが人の役に
立っている，人から感謝されている，人から認められて
いると感じるのは，どんな時ですか。思いつくだけ，自
由に記述してください。（場面（いつ），誰から，どんな
時）」という質問で中学生用自己有用感尺度の項目内容
を収集し20項目を作成した。自由記述からは，「ありが
とう。」や「助かったよ。」など感謝の気持ちを感じてい
る内容の記述が多くみられた。次に栃木県総合教育セン
ター（2013）（22）の「自己有用感尺度」，古川ら（1993）（14）
の「生きがい感測定尺度」，枝ら（2017）（15）の「肯定的
な自己感尺度」，堤ら（2011）（16）の「小学生版自己有用感
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尺度」，石本（2010）（17）の「自己有用感尺度」などを参考
に 12 項目を加え，中学生用自己有用感暫定尺度 32 項目
（表 1）を作成した。最後に場所や対象を特定せず，どの
ような生活の場面でも感じられる汎用的な尺度にするた
め，各項目を栃木県総合教育センタ （ー2013）（22）であげら
れている自己有用感の構成要素「承認」「存在感」「貢献」
にあてはまるか検討し，続いてクラス，先生，家庭のど
の対象にも当てはまると考えられる項目内容について暫
定尺度として採用の優先順位をつけ，対象が統合された
自己有用感として整理した尺度項目，中学生用自己有用
感暫定尺度として計 20 項目を採用した（表 2）。これらの
得られた項目内容は，教育学を専門とする大学教員 2 名
と現職教師 2 名によって項目内容及び文面が検討されて，
妥当性が確認された。
②調査対象
　公立中学校 2 校の全校生徒 368 名を対象にして質問紙
調査を実施した。内訳は 1 年生男子 66 名，女子 61 名，2
年生男子 64 名，女子 60 名，3 年生男子 56 名，女子 61 名
であった。
③調査時期
　2018 年 2 月
④調査資料
　調査項目は，自己有用感暫定尺度 20 項目（表 2）を用
いて，次の教示文「あなたは次の質問にどれくらいあて
はまりますか。あてはまる番号に○をつけてください。」
により行った。回答方法は 5 件法とし，選択肢は，「あて
はまる」，「ややあてはまる」，「どちらとも言えない」，「や
やあてはまらない」，「あてはまらない」として，5～ 1 点
を与えた。
⑤調査手続き
　中学生の心理的負担を考慮し，無記名方式で学級ごと
に担任による集団調査とした。倫理的配慮として生徒に
対しては，成績とは関係ないこと，研究以外の目的には
○はその対象に該当 , △は該当しない場合あり , 無は該当しない
表１　対象が統合された自己有用感として整理した尺度項目
表２  中学生用自己有用感暫定尺度
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用いず学校の教師は回答を見ないこと，回答しない権利
があること，それによって何らかの不利益が生じないこ
とをフェイスシートに明示した。回答方法については，
研究者が対象校の学校教職員に調査の趣旨を説明し，生
徒があまり深く考えず思った通りに答えることができる
ように配慮することを求めた。回答に要した時間は約 10
分間であった。
　分析にあたっては，SPSS ver.23を用いた。
２．結果
1）中学生用自己有用感尺度
①因子構造
　20 項目について，主因子法により因子分析を行なった。
初期解の固有値の推移が（6.79，2.00，0.98・・・）であ
り，固有値が 1 以上で，スクリーンプロットによる確認に
より 2つ目の値 0.98 以降緩やかに変化していることから，
2 因子解が適当であると判断した。そこで，因子数を 2に
固定し因子分析を実施した（主因子法，プロマックス回転）。
因子負荷量が .60 未満の 7 項目を除外し，再度因子分析を
おこない，最終的に 2 因子 13 項目を採用した（表 3）。
　なお，第 1 因子の固有値は 6.39，第 2 因子の固有値は
1.95，であった。この 2 因子の累積寄与率は 57.8%であり，
説明率を有するものと考える。第 1 因子は，「周りの人の
ために働いて「ありがとう」と言われたことがある。」「周
りの人のために仕事をしたことがある。」などの項目内容
であり，人の役に立ったり，人から感謝されたりする内
容であることから，この因子を「感謝・貢献」と命名した。
第 2 因子は，「周りの人から自分の存在が認められている
と思う。」，「周りの人にとって重要な一員だと思う。」な
どの項目内容であり，自分の存在が認められている内容
であることから，この因子を「存在・承認」と命名した。
②信頼性の検討（表 3）
　選定した項目について，因子ごとに内的整合性によっ
て信頼性の検討を行った。「感謝 ･貢献」因子に選定した
7 項目の信頼性係数はα =.88であった。「存在 ･承認」因
子に選定した 6 項目の信頼性係数はα =.89であった。以
上の因子においては信頼性が確認できたと判断した。
③中学生用自己有用感尺度得点
　「感謝 ･貢献」因子として選定した 7 項目，「存在 ･承認」
尺度として選定した 6 項目の合計をそれぞれの得点とし
て算出した（表 4）。
2）生活満足感尺度の因子構造の確認
①調査資料
 　「アセス」（栗原ら，2016）（13）下位尺度の中の生活満足
感尺度（表 5）
②因子構造
　5 項目について，主因子法により因子分析を行なった。
初期解の固有値の推移が（2.89，0.69，0.60・・）であり，
固有値が 1 以上で，スクリーンプロットによる確認でも 2
つ目の値 0.69 以降緩やかに変化していることから，単因
構造と考えるのが妥当であると判断した。因子分析の結
表３  中学生用自己有用感尺度の因子分析結果
表４  中学生用自己有用感尺度得点
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果，全ての因子負荷量が .50 以上を示し，先行研究に従い
5 項目を生活満足感尺度として確認した（表 5）。
③信頼性の検討
　採用した項目について，内的整合性によって信頼性の
検討を行った。5 項目の信頼性係数はα =.80であった。
このことから，生活満足感尺度においては，信頼性はお
おむね確認できたと判断した（表 5）。
④生活満足度尺度得点
　生活満足感尺度として確認した 5 項目の合計を尺度得
点として算出した（表 6）。
3）学年差と性差の検討
　中学生期は，学業や部活動，友人関係において様々な
経験を通して精神的な成長が著しく，生活満足感や自己
有用感に学年差や性差による違いがあることが予想され
る。そのため，生活満足感尺度得点，自己有用感下位尺
度得点を従属変数，学年（1 年・2 年・3 年）と男女そ
れぞれを独立変数とした，2 要因の分散分析を行なった
（表 7）。
　分散分析の結果，「感謝・貢献」の学年別（F（2，351）
=4.74，p<.01），性別（F（1，351）=17.09，p<.01）に有意
な差が認められた。学年においては，3 年生と 2 年生より
1 年生の得点が有意に高く，性別においては，男子よりも
女子の得点が有意に高かった。
３．考察
　研究Ⅰの目的は，中学生の自己有用感を測定する尺度
を作成し信頼性及び妥当性の検討すること，加えて生活
満足感の因子構造を確認し，それぞれ抽出された因子の
学年差及び性差の有無を検証することであった。
　本研究の結果から，中学生用自己有用感尺度の信頼性
と妥当性は概ね確認された。また，中学生の自己有用感を，
感謝と役に立つという円環的な状況から生じる感覚とし
ての「感謝・貢献」と自分自身の存在が承認されている
という感覚を示す「存在・承認」という 2つの次元で捉
えることが可能であることが確認された。
　生活満足感尺度について，先行研究（栗原ら，2016）（13）
で妥当性が確認されており，α係数の算出による内的整
合性の検討においても十分な値が示されたことから中学
生の生活満足感を測定するための信頼性についても確認
ができた。
　中学生期は，身体の発育・発達が著しく，加えて心理
的な変化も大きく不安定な時期であり，自己有用感と生
活満足感には学年差や性差があることが推察されるため，
それぞれの差について検証した。結果，自己有用感の因
子である「感謝・貢献」において，3 年生と 2 年生より 1
年生が有意に高い得点を示した。本結果は，栃木県総合
教育センター（2013）（22）が自己有用感の学年別推移状況
で示した，学年が上がるにつれて自己有用感が低くなる
傾向を支持するものである。但し，自己有用感の「存在・
承認」因子に差が見られなかったことから，中学生にお
いては「存在・承認」因子が発達的な影響を受けにくい
と考えられ，中学生においては「存在・承認」を味わう
状況を作り出すことにより，自己有用感が向上する可能
性が考えられ，生活満足感と自己有用感の関係について，
学年の違いを検討する必要性が示された。
　次に「自己有用感」の下位尺度である「感謝・貢献」
の性差において，男子より女子の方が有意に高い得点を
示した結果から，女子の方が「感謝・貢献」を感じてい
ることが示唆された。田中ら（2013）（24）によると，中学
生用自己開示尺度（小野寺ら，2002）（25）を用いて検討し
た結果，女性は男性よりも同族的なものに対してより積
極的に開示するとされており，女子が男子より自己開示
が多い点は中学生の一般的特徴であると述べている。ま
た，野里ら（2014）（26）によると，女子は特定の仲間集団
に所属しつつ，それ以外に，1 人にならないように広く周
囲の友人とも関わろうと努力していることを示唆してお
り，友人グループに所属しているという感覚は他者に受
け入れられているという自己肯定につながるのではない
かと述べている。これらの先行研究による思春期の女子
の一般的特性から，「感謝・貢献」の下位尺度には，ある
表５  生活満足感尺度の因子分析結果
表６  生活満足感尺度得点
表７  生活満足感尺度得点と自己有用感尺度得点の学年差と性差
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行動を起こした後に「ありがとう。」「助かった。」などと
言われたことがあるという質問内容があるため，本研究
の調査結果においても，思春期の女子の特徴である集団
から孤立を避けたり，友人と同調したりする態度や閉鎖
的・凝集的な日常の集団生活の態度が顕著に関係してい
ると考えられる。
研究Ⅱ
１．自己有用感と生活満足感との関連の検討
1）関連パスモデルの作成
　「感謝・貢献」，「存在・承認」で構成されると考えら
れる自己有用感は，人の役に立っている，信頼されてい
るなど，人とのかかわりを介して感じられる感覚である。
その感覚を得られることで生活上様々な場面で自分に自
信がついたり，自分なりの生活の仕方を身に付けたりで
きることが生活満足感に影響を与えることが予想される。
　また，石本（2010）（17）は，社会的居場所の確保と自己
有用感との間の有意な正の相関を報告しており，自分が
役に立っていると思える感覚と関連することを示してい
る。そこで，自分が社会的に安心していられることや自
分らしくありのままでいられることが well-being（良好な
状態）につながることを想定し，自己有用感が高まれば，
生活満足感が高まるという仮説を立て，自己有用感－生
活満足感関連仮説パスモデルを作成した（図 3）。
2）自己有用感－生活満足感関連パスモデルの検証
　研究Ⅰで確認された自己有用感と生活満足感の関連を
検討するため，自己有用感では 2 因子，生活満足感では 1
因子 5 項目の尺度得点を用いて，自己有用感－生活満足
感関連仮説パスモデルを多母集団同時分析により検証し
た。
3）対象
　公立中学校，分析の対象は欠損値を除いた 357 名（男
子合計 178 名・女子合計 179 名・1 年生 123 名・2 年生
121 名・3 年生 113 名）。 
4）調査時期
　2018 年 2 月
２．結果
　本モデルの配置普遍性の確認として，学年及び男女差
による影響を検討するため各学年，男女別に適合度を算
出 し（GFI.98 ～ .99，AGFI=.93 ～ .96，CFI=.99 ～ .99，
RMSEA=.00～ .04），概ね許容できる範囲であると判断し
た。自己有用感は生活満足感へ正の関連を示した。
　次に，学年および男女のパス係数に等値制約を課した
モデルとの比較を行った。学年の等値制約なしのモデル
の適合度は GFI.98，AGFI=.95，CFI=1.00，RMSEA=.00，
AIC=135.48であり，パス係数に制約を課したモデルの
適 合 度 は GFI.98，AGFI=.93，CFI=1.00，RMSEA=.01，
AIC=139.86であった。したがって等値制約を課したモデ
ルの適合度が良好であると判断され，同モデルを採用し
た。学年別の自己有用感から生活満足感への標準化係数
は 1 年生が .88，2 年生が .67，3 年生が .64でどれも有意
な正の影響を受けていた。学年による差は 1 年生が 3 年
生よりも有意に高い結果が示された（図 4）（表 8）。
　男女の等値制約なしのモデルの適合度は GFI.98，AGFI
=.94，CFI=.99，RMSEA=.03，AIC=99.41であり，パス係
数に制約を課したモデルの適合度は GFI.97，AGFI=.94，
CFI=.99，RMSEA=.03，AIC=98.15であった。したがって
等値制約をしたモデルの適合度が良好であると判断され，
同モデルを採用した。男女別の自己有用感から生活満足
感への標準化係数は男子が .75，女子が .74で男女による
差はみられなかった（図 4）（表 8）。
３．考察
　本研究では，自己有用感が生活満足感に正の関連を示
すという仮説に基づいたモデルを作成し検証を行った。
図 4の結果では，1 年生，2 年生，3 年生，男子，女子に
おいて，自己有用感が生活満足感に正の関連が示された。
パスの推定標準値が 1 年生 :.88，2 年生 :.67，3 年生 :.66，
男子 :.75，女子 : .74を示していることから，一定の影響
を与えていることが推定される。これらのことより，自
己有用感を高めることが生活満足感を高めることにつな
がるという本モデルの妥当性が支持された。なお，自己
有用感から生活満足感への数値は 1 年生と 3 年生に有意
な差が見られたことから，3 年生が受験などの自分自身の
進路に向けて意識が自己に向けられているなどの要因が
影響していることが考えられる。学年が上がるにつれて
自己有用感の「感謝・貢献」という他者との関係に関わ
る因子が低くなるのに対し，「存在・承認」の因子は変化
していない状況にあり，自身の存在価値や承認されてい
るという感覚をもたらす要因が変わってきていることも
考えられる。例えば，目標の進路へ向けて状況などが影
響している可能性が考えられる。
   一方で，細田ら（2009）（27）らの指摘は別の視点を与え
てくれている。細田ら（2009）（27）らによると，このよう
な学年差に関わる問題としてソーシャルサポートを取り
上げ「父親からの共行動的サポートにおいて 1 年生が他
の学年より得点が高いという結果は，対人関係の発達
的変化を示している」と述べており，思春期の親子関
係，特に，母子関係が中心となっていた対人関係が拡大
図３  自己有用感−生活満足感関連仮説パスモデル
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し，自立を目指す中で周囲の様々な人間から影響を強く
受ける時期であることを示すとともに，学年が上がるに
つれて両親からのサポート得点が低くなるという結果が
Buhrmester &Furman（1987）（28）他，複数の先行研究で得ら
れていることを紹介している。さらに，村上ら（2016）（29）
は「家族，および友だちに対する向社会的行動の効果量
は小さいものの，学年進行に伴って減少し，見知らぬ人
に対する向社会性行動の変化は見られないという新たな
見地が得られた。ただし，向社会的行動の学年進行に伴
う差異を検討した二宮（2010）（30）においても，小学生で
は向社会的行動の生起頻度は高く，中学生では低いとい
う本研究と同様の結果が得られた。」と述べている。
　本研究での結果で見られた学年による違いは，思春期
における自己有用感が年齢を追うごとに様々な経験を通
して，心理的離乳の時期である思春期において心理的に
落ち着いた状態へと変化し，学年が進むにつれて精神的
に安定した状態に成長している状態を示したものと考え
られる。自己有用感を構成する因子である「感謝・貢献」，
「存在・承認」は，優しさや相手に対する思いやり等が含
まれる向社会的行動にも関係する内容が含まれているこ
とから，発達段階的に精神的な成長過程にある思春期は，
学年を追うごとに，精神的な発達や心理的な発達に伴っ
て，人との関わりを通して，自己肯定感や向社会的行動
がより高次なものへとつながっていることが関係してい
るのではないかと推察される。
４．総合的な考察
　本研究では，各学年のパスモデルおよび男女別パスモ
デルにより，研究の目的である自己有用感と生活満足感
との関連が示され，生活満足感を高めるためには，自己
図４  自己有用感−生活満足感関連パスモデル
表８　学年・男女の自己有用感→生活満足感パスの標準化係数と差の比較
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有用感を高めることが有効であることが示唆された。自
己有用感の獲得は人との関わりによって得られるもので，
その獲得の過程においては，人との関わりにおいて能動
的な働きかけによって他者を介している時に感じられる
という状況や受動的に受け止めることになる状況が生じ
る。
　第 1 因子である「感謝・貢献」では，自分から他者に
対して何かを働きかけることや自分から行動をおこした
結果得られる能動的な状況があり，第 2 因子である「存在・
承認」では，自分の存在が他者にどう受け止められてい
るかという自分の存在価値に関わる受動的な状況がある
ことが伺える。実際の学校教育における実際の生活場面
では，自己有用感を構成する「感謝・貢献」や「存在・承認」
が生じる具体的な行動は，人との関わりにおいて相互作
用的に生起するものであり，相手のために何かをする行
為により感謝される感覚や集団の中で自分の存在が認め
られる，期待されている，自分が承認されている感覚を
得ることのできる機会が作り出すことが必要である。具
体的な場面や活動として，学校行事や生徒会活動などの
集団活動において，自分の役割を持つこと，またそれを
遂行すること，向社会的行動を積極的に行うことなどの
経験等を積み重ねることに他ならない。これらの経験を
通して「役に立っている」「期待されている」「感謝され
ている」「信頼されている」など相互評価する場面を意図
的に位置付けることが自己有用感の獲得につながり，高
まっていくことが期待される。
　最後に本研究結果からの展望として，自己有用感を育
むために向社会的行動のような他者のために行動するこ
とを教師や学校が意図的かつ計画的な教育活動として学
校生活の中に組み込み活性化される機会が作られること
を期待する。
今後の課題
　本研究では，自己有用感を自分自身の自己評価である
自尊感情とは区別して検討している。高学年で他者との
関わりを持ち，他者を介して得られる評価である自己有
用感の「感謝・貢献」が低下する一方で「存在・承認」
因子が低下しない結果を考えると，自身の評価が有能感
のような他者と比べて優れていることについての他者評
価が含まれている可能性が考えられる。
　これらのことから，再検査法を用いて尺度の安定性を
確認し，自己有用感の獲得につながる人との関係に関す
る内容を先行研究などから十分に検討し，汎用的な中学
生用自己有用感尺度の有効性を検証することが必要であ
る。
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